


  

障がいがあってもなくても人として同じでありそれぞれが大切な人である。個々を

認め合い、互いに助け合う必要性を強く感じ、同じように困っている地域の人たちを

助けたいとの想いからの活動であった。 

手さぐりで活動を始めたが、多くの人たちの理解と協力を得るためには個人の力に

は限界があった。そこで、平成 14 年 4 月、旧飯高町（平成 17 年 1 月 1 日合併により

松阪市に編入）から事務所スペースの提供やＮＰＯ法人認証に事務手続きの支援など

協力を得て、ＮＰＯ法人「まほろば」を設立した。 

「まほろば」がまず手がけたのは、地域で互いに助け合うとの理念から、高齢者や

障がい者の自宅の草刈りや掃除、学童の預かり(放課後児童クラブ)などの助け合い活

動であった。少子高齢化や過疎化の進展に伴う担い手の減少、地域のサポート力の低

下により失われた互助的なサービスである。行政や事業者ではサービス提供が難しい

福祉サービスの隙間を埋める役割を地域で担うことを目指してＮＰＯ活動をスタート

させた。 

 

 内容 

送実  行政 の  

平成 15年、地域での助け合い活動を行いながら、ＮＰＯで地域の困りごとについて

町内でアンケートを行った。その結果は、病院への通院や買い物であった。谷々に集

落が点在し、自動車の使用が困難な高齢者も増加し、さらには公共交通機関も充実し

ていない飯高町では、移送サービスに対するニーズが最も高かったわけである。 

こうしたことから、従来の助け合い活動に加えて、新たに自家用自動車を使用した

有償ボランティアでの移送サービスを行うこととした。 

しかし、当時、自家用自動車を使用した有償での移送サービスは、道路運送法によ

り規制され、ボランティアといえども災害等特別な場合を除き禁止されており、適法

に行う道が閉ざされていた。 

ところが、時あたかも小泉内閣。構造改革特区法が施行され、地方自治体の申請に

基づき構造改革特別区域計画の認定を受けた地域に限り、法規制が緩和される道が開

かれた。 

そこで、「まほろば」から協力を求められた飯高町は、道路運送法の規制を緩和し、

身体障がい者、要介護者等いわゆる移動制約者対象に福祉車両を使用して有償で移送

すること（福祉有償運送）を一定要件のもと国土交通大臣の許可を受けることにより

可能とすることを内容とする構造改革特別区域計画を国へ提出した。  

平成 15 年 11 月 28 日、「飯高町ＮＰＯ福祉移送サービス特区」として計画が認定さ

れた。これは、三重県内で 2 番目の特区認定であり、福祉移送分野では全国でも 7 例

の特区認定という快挙であった。 

特区の認定を受け飯高町は、許可の前提要件である運営協議会（利用者、住民、公

共交通機関、行政等地域の関係者により構成される町主宰の会議）を設置、平成 16年

2月には飯高町福祉有償運送運営協議会において福祉有償運送の実施団体として「まほ

ろば」が認められ、同年 4 月、国土交通省より正式に許可され、福祉有償運送がスタ

ートした。また、福祉有償運送の開始に当たっては、飯高町から運営経費の補助を受

けた。経済基盤のないＮＰＯ法人の助け合い活動の立ち上がりを側面から支援するも

のであった。 

このように、「まほろば」の福祉有償運送は、行政との協働、二人三脚により始めら

れたものである。 
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【ケアマネの声】 

・飯高町は、過疎化が進んでおり、「まほろば」の利用は、 

福祉の援助が必要な老人さんを主に病院の送迎を行っ 

ており介護保険を利用している方々にも喜んでもらっ 

ております。 

病院の送迎は家の前まで行き、運転手のスタッフが乗 

降の介助にまわっています。 

病院の中まで付添い、利用者が要望すれば、主治医の話を同じように聞いて家族

やケアマネージャーに伝えていただいたりしており、送迎以外でもサポートをし

てもらっています。 

「まほろば」は障がい者や体の不自由な高齢の方が利用しやすくしてもらってお

り、飯高町の過疎の特性を補助する福祉の一役を担ってもらっていると思います。 

【スタッフの声】 

・「まほろばをなくさないでほしい」、「ありがとう」という地域の方々の声を聞き、

私たちは必要とされているのだと感じている。 

  ・事業経営はかなり厳しいが“ありがとう”の 一声からむすびついた多くの“たか

らもの”を核として利用者をはじめ行政・事業者の方々とのコミュニケーションを

大切にし、うるおいあるまちづくりにつなげていきたい。 

 

 
 
 
 
 
 

 

３  

福祉有償運送を始めて６年。少子高齢化の更なる進行や助け合い活動を通じて「ま

ほろば」が地域に認知されてきたことから、登録会員数や利用回数も年々増加してお

り、平成 21年 4月から 9月までの半年間の利用回数は既に 500回を超えている。 

しかし、これまで一見順調に推移してきた「まほろば」の福祉有償運送だが、課題

も顕在化してきた。 

まずは、福祉有償運送のコストについて。 

福祉有償運送は文字どおり「有償」での運送事業であるが、その運送の対価は当該

地域におけるタクシー運賃の上限運賃の概ね１／２の範囲内であることが求められて

いる。そのため、元々制度上利益が確保されるものではない。一方で、ガソリン代や

車両の維持管理に係る経費、運転者に疑義づけられている講習受講に係る経費、更に

は安全・安心の担保に係る事務経費等、事業の維持に係るコストは決して少なくない。 

サービスを始めた当初は飯高町から福祉有償運送の運営に対して一定の補助があり、

潤沢な経済基盤のないＮＰＯ法人ではあるが、ある程度安定的な運営が出来た。しか

し、松阪市との合併後はその補助も打ち切られ、今では他の助け合い活動で得た収益

やこれまでの蓄えで福祉有償運送のコストを補填する状況である。 

そのため、車両の増備も困難で、乗降の容易な福祉車両も現在回転シート車が１両

のみで、身体状況により多様なニーズに応えられない状況である。 
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